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本号の紙面
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日
米
両
政
府
は
４
月
27
日
、
自
衛
隊

と
米
軍
と
の
役
割
と
協
力
の
在
り
方
を

定
め
た
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指

針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」
改
定
に
合
意

し
た
。
日
本
が
「
集
団
的
自
衛
権
」
を

行
使
す
る
協
力
内
容
を
盛
り
込
む
と
と

も
に
、
自
衛
隊
に
よ
る
米
軍
の
後
方
支

援
を
日
本
周
辺
に
制
限
し
て
い
た
も
の

を
、
地
球
規
模
に
拡
大
す
る
な
ど
、
従

来
の
日
米
防
衛
協
力
の
枠
組
み
を
大
き

く
超
え
た
内
容
だ
。
憲
法
違
反
の
日
米

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
撤
回
、
戦
争
関
連
法
案

阻
止
。「
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
」
を
許

さ
な
い
と
り
く
み
を
全
力
で
行
お
う
。

11日㈪　第16回執行委員会（札幌市）
15日㈮　５.15沖縄平和行進（～ 17日、沖縄）
18日㈪　第１回合同専従者会議（～19日、札幌市）
22日㈮　第17回執行委員会（札幌市）
　　　　第３回拡大闘争委員会（札幌市）
　　　　2015年度道本部活動家養成講座（札幌市）
23日㈯　戦争をさせない北海道講演会（札幌市）
28日㈭　�第149回自治労中央委員会
　　　　（～ 29日、岩手県）

５月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

集会には約400人が参加した

「戦争関連法」の問題点を解説する飯島准教授

集会後のパレードでは、労働条件の改善や格差是正を市民らに訴えた

第86回
全道メーデー大会

格
差
是
正
に
全
力

平
和
な
社
会
を
つ
く
る

憲
法
施
行
68
周
年
北
海
道
集
会

平
和
憲
法
理
念
を
広
め
よ
う

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー
市
民
集
会

戦
争
を
さ
せ
な
い
！
４
・
28
緊
急
行
動

13
地
方
本
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
新
人
組
合
員
で
す

地
方
本
部
新
専
従
者

第
18
回
統
一
自
治
体
選
挙
前
・
後
半
の
結
果

４

面

２

３

面

「戦争をさせない」
全国署名実施中！
◇目標　組合員×５筆
◇取り組み期限

2015年５月末まで

自治労北海道本部

第121回 中央委員会

2015年６月５日（金）
９：30～17：00（９：00～受付）

と　き

ところ

北海道自治労会館５Ｆ大ホール
札幌市北区北６条西７丁目（TEL 011-747-3211）

ン
チ
キ
の
塊
だ
」
と
批
判
し

た
。

　

さ
ら
に
、「
安
倍
首
相
が
言

う
、
積
極
的
平
和
主
義
は
本

来
、
自
衛
隊
を
海
外
に
派
遣

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
貧
困

や
差
別
を
な
く
す
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
だ
。
子
ど
も
や

孫
の
世
代
の
た
め
、
私
た
ち

が
政
治
に
ど
う
関
わ
る
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

市
民
集
会
で
現
在
の
政
治
の

危
険
性
を
広
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

講
演
後
、「
な
し
崩
し
的
な

憲
法
改
正
を
許
さ
ず
平
和
憲

法
の
意
義
・
大
切
さ
を
再
認

識
し
、
そ
の
理
念
を
世
界
に

広
め
て
い
く
」
と
い
う
趣
旨

の
集
会
宣
言
を
全
会
一
致
で

採
択
し
た
。

　

今
年
の
集
会
は
、
安
倍
政

権
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

「
戦
争
関
連
法
」
の
問
題
は

な
に
か
と
題
し
て
、
憲
法
学

が
専
門
の
名
古
屋
学
院
大

学
・
飯
島
滋
明
准
教
授
が
講

演
し
た
。

　

飯
島
さ
ん
は
、
安
倍
政
権

が
進
め
る
、「
自
衛
隊
法
・
武

力
攻
撃
事
態
法
の
改
正
」
を

は
じ
め
と
す
る
「
戦
争
関
連

諸
法
案
」
の
問
題
点
に
つ
い

て
、
詳
し
く
解
説
し
な
が

ら
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

で
、
自
衛
隊
は
海
外
で
も
武

力
行
使
を
し
て
他
国
民
の
命

を
奪
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

徴
兵
制
に
よ
っ
て
、
国
民
す

べ
て
が
戦
争
に
荷
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
戦
争

は
真
実
を
隠
す
も
の
で
、
イ

　

５
月
３
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
、「
憲
法
施
行
68

周
年
北
海
道
集
会
」
が
開
か

れ
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し

た
。

は
い
け
な
い
。
い
ま
こ
そ
労

働
者
が
団
結
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

秋
元
克
広
・
新
札
幌
市
長

は
、「
み
な
さ
ん
の
力
を
借
り

な
が
ら
、
一
緒
に
札
幌
・
北

海
道
を
よ
り
よ
い
地
域
に
し

て
い
く
こ
と
を
誓
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

佐
々
木
隆
博
・
民
主
党
北

海
道
代
表
は
、「
後
半
国
会

は
、
こ
の
国
の
形
が
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
大
変
な
法
律

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
連
合
の

み
な
さ
ん
の
後
方
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

組
み
を
実
践
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。
最
後
に
、「
今
メ

ー
デ
ー
は
戦
後
70
年
の
節
目

の
年
。
日
米
両
政
府
に
よ
る

日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定

は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
」
と

批
判
し
、「
国
民
の
暮
ら
し
を

守
り
、
平
和
な
社
会
を
つ
く

る
た
め
運
動
を
す
す
め
る
」

と
強
調
し
た
。

　

大
会
に
駆
け
つ
け
た
、
上

田
文
雄
・
札
幌
市
長
は
「
秋

元
新
市
長
の
も
と
で
、
安

心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち
に

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、「
何
で
も
し

よ
う
と
す
る
政
治
を
許
し
て

に
つ
い
て
、
第
18
回
統
一
自

治
体
選
挙
に
対
す
る
支
援
に

感
謝
を
述
べ
た
う
え
で
、「
投

票
率
の
低
下
は
民
主
主
義
の

危
機
だ
。
誰
一
人
と
し
て
政

治
と
無
関
係
で
い
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
引
き
続
き
、
政

治
意
識
向
上
に
む
け
た
取
り

金
の
底
上
げ
・
底
支
え
と
格

差
是
正
』
に
全
力
を
あ
げ

る
」
と
述
べ
、
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
の
改
悪
に
つ
い
て
は

「
全
道
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
、
世

論
喚
起
と
社
会
的
う
ね
り
を

巻
き
起
こ
す
」
と
決
意
を
述

べ
た
。
さ
ら
に
、
政
治
課
題

　

工
藤
・
連
合
北
海
道
会
長

は
、「
２
０
１
５
春
闘
は
、
昨

年
同
期
比
を
額
で
４
６
７
円

と
０
・
17
％
上
回
る
回
答
と

な
っ
て
い
る
。
非
正
規
職
員

も
、
昨
年
を
上
回
る
時
間
平

均
15
円
以
上
の
妥
結
と
健
闘

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、『
賃

　

第
86
回
全
道
メ
ー
デ
ー
大
会
が
５
月
１
日
、
札
幌
市
・
大
通
西
８
丁
目
広
場
で
開
か

れ
、
約
２
０
０
団
体
・
約
５
０
０
０
人
が
参
加
し
て
労
働
条
件
の
改
善
や
格
差
の
是
正

を
訴
え
た
。

『賃金底上げ・底支え』に全力をあげることを誓い合った＝５月１日、大通西８丁目

仮装した参加者もめだった

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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４月から新しい顔

地
方
本
部
新
専
従
者

　

地
方
本
部
専
従
者
は
総
勢
19
人
で
、
春
と

秋
に
交
代
し
ま
す
。
今
回
は
６
人
が
新
た
に

着
任
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

石
狩（
恵
庭
市
職
労
）

後
志（
真
狩
村
職
）

留
萌（
小
平
町
職
）

渡
島（
知
内
町
職
）

檜
山（
厚
沢
部
町
職
）

空
知（
深
川
市
職
労
）

書
記
長

書
記
次
長

書
記
長

書
記
長

書
記
長

書
記
長

上
山
謙
太
郎

北
本　

靖
夫

米
田　

尚
弘

帰
山　

淳
一

石
井　

淳
平

西
野　

幸
恵

　

環
境
の
大
き
な
変
化
に
対

応
し
き
れ
て
い
る
か
不
安
を

覚
え
な
が
ら
の
毎
日
で
す
。

地
方
本
部
は
、
道
本
部
と
各

単
組
・
総
支
部
と
の
架
け
橋

で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
理
解

し
て
業
務
を
遂
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
職
場
を
離

れ
、
ガ
ラ
ッ
と
環
境
が
変
わ

り
緊
張
の
連
続
で
毎
日
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

各
単
組
の
活
動
が
一
層
推

進
で
き
る
よ
う
専
従
者
と
し

て
の
責
任
を
全
う
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

日
々
、
各
単
組
・
総
支
部
の

皆
さ
ん
に
は
多
大
な
ご
協
力

を
頂
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

青
年
時
代
に
仲
間
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
た
先
輩
に

感
謝
し
な
が
ら
、
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
着
任
し
て
か

ら
１
カ
月
。
選
挙
で
バ
タ
バ

タ
と
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　

人
生
初
の
一
人
暮
ら
し
に

戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
、
３

年
間
の
任
期
、
自
治
労
運
動

の
前
進
の
た
め
頑
張
り
ま

す
。

　

地
方
本
部
書
記
長
着
任
以

前
は
厚
沢
部
町
教
育
委
員
会

で
学
芸
員
を
し
て
い
ま
し

た
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、

納
得
で
き
る
仕
事
の
進
め
方

や
職
場
環
境
を
構
築
す
る
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
地
本
専
従
者
に

な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

１
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
…
。

ま
だ
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

状
態
で
す
が
、
一
日
も
早
く

仕
事
と
道
を
覚
え
て
、
単
組

へ
、
た
く
さ
ん
お
邪
魔
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

第18回 統一自治体選挙前・後半の結果

ともにたたかう組織内

道
議
選
（
11
人
）

当 藤川　雅司 〈１期目・札幌市中央区〉
当 星野　高志 〈６期目・札幌市東区〉
当 広田まゆみ 〈３期目・札幌市白石区〉
当 三津　丈夫 〈６期目・帯広市〉
当 小岩　　均 〈１期目・北広島市〉
当 高橋　　亨 〈４期目・函館市〉

木村　峰行 〈４期目・旭川市〉
当 沖田　清志 〈２期目・苫小牧市〉
当 滝口　信喜 〈６期目・室蘭市〉
当 北口　雄幸 〈３期目・上川総合振興局区域〉
当 稲村　久男 〈３期目・空知総合振興局区域〉
当 笹田　　浩 〈２期目・渡島総合振興局区域〉

日下　太朗 〈４期目・オホーツク総合振興局区域（西部）〉

札 幌
市議 選
（４人）

当 村上　裕子 〈２期目・札幌市中央区〉
当 大島　　薫 〈６期目・札幌市西区〉
当 畑瀬　幸ニ 〈７期目・札幌市白石区〉
当 岩崎　道郎 〈１期目・札幌市南区〉

市 長 選
（１人） 当 善岡　雅文 〈２期目・砂川市〉

町 長 選
（１人） 当 安久津勝彦 〈４期目・足寄町〉

市
議
選
（
24
人
）

当 白鳥　秀樹 〈３期目・旭川市議会議員〉
当 髙木　啓尊 〈１期目・旭川市議会議員〉
当 奥村　英俊 〈２期目・名寄市議会議員〉
当 高野美枝子 〈２期目・名寄市議会議員〉
当 福島　恭二 〈９期目・函館市議会議員〉
当 斉藤佐知子 〈４期目・函館市議会議員〉
当 道畑　克雄 〈３期目・函館市議会議員〉
当 小田島雅博 〈１期目・北広島市議会議員〉
当 榎本　敦尚 〈３期目・恵庭市議会議員〉
当 赤坂　伸一 〈９期目・江別市議会議員〉
当 鈴木真由美 〈７期目・江別市議会議員〉
当 中村　誠吾 〈１期目・小樽市議会議員〉
当 荒木　文一 〈３期目・滝川市議会議員〉
当 小川　政憲 〈２期目・芦別市議会議員〉
当 飯澤　明彦 〈３期目・砂川市議会議員〉
当 丸山　修一 〈５期目・三笠市議会議員〉
当 厚谷　　司 〈２期目・夕張市議会議員〉
当 西野　茂樹 〈５期目・苫小牧市議会議員〉
当 小山　征三 〈２期目・苫小牧市議会議員〉
当 岩田　　薫 〈１期目・苫小牧市議会議員〉
当 小田中　稔 〈３期目・室蘭市議会議員〉
当 山田庫司郎 〈５期目・網走市議会議員〉
当 鈴木　仁志 〈３期目・帯広市議会議員〉
当 岡坂　忠志 〈１期目・帯広市議会議員〉

市 議 選
（２人）

片平　一義 〈石狩市議会議員選挙・５月17日投開票〉
田中　昌幸 〈深川市議会議員選挙・６月14日投開票〉

町
議
選

（
11
人
）

当 中村　厚子 〈２期目・京極町議会議員〉
当 笠原　啓仁 〈５期目・倶知安町議会議員〉
当 川上　弘一 〈１期目・七飯町議会議員〉
当 飯田美和子 〈２期目・浦河町議会議員〉
当 長野　　章 〈４期目・新得町議会議員〉
当 村川　　毅 〈１期目・長万部町議会議員〉
当 阿部　修一 〈２期目・南富良野町議会議員〉
当 多治見亮一 〈１期目・足寄町議会議員〉
当 佐藤　剛敏 〈１期目・美瑛町議会議員〉
当 早坂　清光 〈１期目・上士幌町議会議員〉
当 千葉　清己 〈１期目・栗山町議会議員〉

前半戦

後半戦

今後

青
年
部
長
あ
い
さ
つ

ようこそ自治労へ
　

新
た
に
仲
間
と
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
よ
う

こ
そ
自
治
労
へ
！
道
本
部
青
年
部
長
の
斉
藤　

信
で
す
。

　

青
年
部
運
動
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
「
仲
間

づ
く
り
」
で
す
。

　

全
道
・
全
国
に
い
る
多
く
の
自
治
労
の
仲
間

と
と
も
に
『
学
習
』
『
交
流
』
し
、
よ
り
良
い
職

場
環
境
と
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す

る
た
め
、
青
年
ら
し
く
大
胆
に
『
実
践
』
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

13
地
方
本
部

宗谷地本

留萌地本

上川地本

網走地本

釧根地本十勝地本

日高地本

胆振地本

渡島地本

檜山地本

後志地本

石狩地本
空知地本

年齢・出身地
趣味や特技
自己紹介と決意

１
２
３

さわやか新入組合員に聞きました！
　新しく職場に入った仲間たちで
す。少しずつ仕事にも慣れてきた頃
ですね。
　本号では、各地方本部から13人の
フレッシュな新入組合員をご紹介し
ます。趣味や決意を聞きました。

渡島地方本部
長万部町職労

神
じ ん

 有
あ り さ

咲さん

①	18歳・長万部町
②読書、手芸
③保健福祉課介護障がい者支援係

に配属となりました。わからない
事だらけでまだまだ大変ですが、
少しでも早く仕事を覚えられる
ように毎日頑張っていきたいと
思います。

空知地方本部
深川市職労

水上 唯衣さん

①25歳・幌加内町
②華道、書道、読書
③高校生活を過ごし第二の故郷と

して愛着のある深川市で働くこ
とができ、毎日がとても有意義で
充実しています。これからたくさ
んの経験を重ね、まちづくりに貢
献できるよう一生懸命頑張りま
す。

檜山地方本部
今金町職

大高 徳馬さん

①	19歳・函館市
②スポーツ、映画鑑賞、将棋
③体を動かすのが好きで野球部に

入り毎日汗を流しています。出身
が函館市で、今金町に馴染めるか
心配ですが、町民の皆さんのため
に頑張っていきたいと思います。

胆振地方本部
むかわ町職

藤井 沙紀さん

①20歳・東神楽町
②料理、特にお菓子づくり
③今年からむかわ町役場で勤務を

している藤井沙紀です。入ったば
かりでわからないことが多いで
すが、早く仕事をこなせるように
頑張ります。

日高地方本部
新ひだか町職

江刺家由之さん

①18歳・日高町
②バレーボール、水泳、笑顔
③総務企画部総務課に配属となり

ました。上司や先輩方のように、
毎日、笑顔をたやさず、町民の皆
様から信頼される職員になるた
め、自分のできることを精一杯頑
張ります。

網走地方本部
北見市労連

林 晃
こ う し ょ う

祥さん

①23歳・北見市
②野球、バレーボール、テニス
③保健福祉部保護課第４係に配属

となりました。生まれ育ったこの
北見市で、なにか役に立てるよう
努力をしたいです。そして組合活
動を通じて色んな方とつながり
を持ち、交流を深めて行きたいで
す。

釧根地方本部
標茶町職労

中村圭太郎さん

①25歳・標茶町
②スポーツ（特に野球！！）
③まだ入って間もないですが、これ

から活動していくなかで、多くの
仲間と交流し学んでいけたらと
思います！よろしくお願いしま
す！

十勝地方本部
中札内村職

萩
お ぎ は ら

原ありささん

①26歳・更別村
②ＤＩＹ、スポーツ
③看護師の経験を経て保健師とし

て勤務しています。毎日たくさん
の出会いがあり、一日があっとい
う間に過ぎていきますが、ひとつ
ひとつを大切に、信頼される保健
師をめざして頑張ります。

留萌地方本部
苫前町職

髙橋 智和さん

①27歳・小樽市
②野球観戦、音楽鑑賞、旅行
③４月に小樽から苫前に赴任して

きました。まだ、入庁から日が浅
く、戸惑う事が多いですが、早く
仕事や環境に慣れ、町の戦力とな
るよう頑張ってまいります。

宗谷地方本部
枝幸町職

笠井 淳史さん

①	27歳・枝幸町
②	読書、音楽鑑賞、カレーづくり
③	４月から新規採用されました笠

井淳史です。27歳なのでフレッシ
ュさのかけらもありませんが、間
違いなく新人ですので、ご指導よ
ろしくお願いします。

上川地方本部
音威子府消防協

長堀 優喜さん

①19歳・旭川市
②運動全般
③７月の夏期交に参加します。各地

で働く仲間と交流し、職場の問題
点や解決策を話し合いたいです。
全道の消防協からも多くの参加
があるように声かけしたいです。

後志地方本部
蘭越町職

斉藤みなみさん

①22歳・札幌市
②	登山
③	４月から保健師として働いてい

ます。まだまだ分からないことば
かりですが、頑張りますのでよろ
しくお願いいたします。早く蘭越
の山に登りたいです！

石狩地方本部
石狩市職労

中村 洸太さん

①22歳・石狩市
②サッカー、リフティング
③今年度から石狩市役所の環境市

民部環境政策課に配属されまし
た。まだできないことばかりです
が精一杯頑張っていきたいと思
っています。よろしくお願いしま
す。

自治労北海道本部
青年部長

斉藤　信

1956年福岡県柳川市（旧三橋町）出身。79年法
政大学社会学部卒業後、旧三橋町役場入職（現
柳川市）。04年自治労福岡県本部書記長、07年自
治労中央本部労働局長。10年第22回参議院議員
選挙で初当選。

フ
レ
ッ
シ
ュ
新
入
組
合
員
で
す
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一
大
政
治
決

戦
の
統
一
自
治

体
選
挙
が
終
わ

っ
た
。

　

私
は
と
あ
る

「
秘
書
」
と
し

て
全
道
を
回
ら

せ
て
い
た
だ
い

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
単

組
・
総
支
部
の
仲
間
の
み
な

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
果
、
札
幌
市
長
選
は
勝

利
し
た
も
の
の
、
知
事
選
や

道
議
選
で
は
一
部
残
念
な
結

果
と
な
っ
た
。「
誰
一
人
と
し

て
政
治
と
無
関
係
で
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
メ
ー
デ
ー

大
会
で
の
工
藤
連
合
北
海
道

会
長
の
言
葉
。
ま
さ
に
そ
の

通
り
で
、
国
や
ま
ち
の
将
来

の
こ
と
を
決
め
る
の
は
私
た

ち
だ
と
い
う
こ
と
を
、
改
め

て
意
思
統
一
し
、
来
年
の
参

院
選
に
む
け
て
、
準
備
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

感
じ
て
い
る
。

　

今
後
、
政
治
は
私
た
ち
の

主
義
・
主
張
と
は
一
層
真
逆

の
方
向
へ
進
む
だ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
は
、
労
働
運
動
の

役
割
は
今
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
。

　

今
こ
そ
団
結
を
強
化
し
、

声
を
あ
げ
続
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
む
け
、
自

治
労
道
本
部
が
先
頭
に
な
っ

て
運
動
を
進
め
よ
う
。

�

（
引
地
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

じちろう共済のメリットを実感した、全道庁根室総支部の仲間たち

【
釧
根
地
本
発
】
新
年
度
が

始
ま
り
、
新
規
採
用
の
フ
レ

ッ
シ
ュ
さ
ん
た
ち
が
た
く
さ

ん
全
道
庁
根
室
総
支
部
の
仲

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
支
部
は
、
新
入
組
合
員

を
対
象
に
お
昼
休
み
や
終
業

時
間
を
利
用
し
組
合
員
と
し

て
の
メ
リ
ッ
ト
が
実
感
で
き

る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
公

務
員
特
有
の
各
種
給
付
を
勘

案
し
た
割
安
な
掛
金
で
必
要

保
障
が
確
保
さ
れ
て
い
る

『
自
治
労
団
体
生
命
共
済
』

や
、
労
金
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
利
用
手

数
料
フ
ル
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
（
実
質
０
円
）

が
あ
る
こ
と
、
給
与
天
引
き

で
手
間
な
く
お
金
を
貯
め
る

こ
と
が
で
き
る
財
形
貯
蓄
を

紹
介
し
た
。
早
速
、
新
入
組

合
員
か
ら
『
既
加
入
保
険
を

解
約
し
た
い
！
財
形
貯
蓄
を

は
じ
め
た
い
！
』
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

全
道
庁
が
、
自
主
福
祉
活

動
と
し
て
組
合
員
の
可
処
分

所
得
の
向
上
が
は
か
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
こ
と
ま
た
、
い
つ
で
も
家

計
の
相
談
に
の
れ
る
体
制
で

あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
つ
い

後
回
し
に
な
り
が
ち
な
保
険

の
見
直
し

に

つ

い

て
、
考
え

て
も
ら
う

き
っ
か
け

を
提
供
で

き
る
よ
う

総
支
部
と

し
て
も
組

合
員
へ
の

日
頃
の
声

掛
け
を
大

事
に
し
て

い
き
た
い
。

（
根
室
総

支
部
・
中

村
帝
子
書

記
）

自
主
福
祉
活
動
で
快
適
ラ
イ
フ
！

「戦争をする国を許さない運動を展開する」と呼びかけた＝４月28日

「泊原発再稼働は許さない」とシュプレヒコールしデモ行進した＝４月26日

「
原
発
ゼ
ロ
」を
進
め
よ
う
！

戦
争
関
連
法
案
阻
止

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

利用者の尊厳
介護労働者の処遇を守る

⑮

　

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
介

護
保
険
制
度
は
、
要
支
援
者

に
対
し
て
保
険
給
付
と
し
て

提
供
さ
れ
て
き
た
訪
問
介
護

と
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
段

階
的
に
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
へ
と
移
行

が
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
給
付
か
ら
市
町
村
事

業
へ
移
行
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
以
前
に
も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
が
、
地
域
で
利

用
者
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
財
政
基
盤
の
強
弱
に
よ

っ
て
実
施
で
き
る
自
治
体
と

実
施
で
き
な
い
自
治
体
が
出

て
く
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
、

「
地
域
間
格
差
の
拡
大
」、

「
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
」

さ
ら
に
は
、「
介
護
労
働
者
の

処
遇
低
下
」
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

利
用
者
の
意
向
と
選
択
及

び
主
体
性
が
尊
重
さ
れ
る
と

と
も
に
、
介
護
認
定
及
び
サ

ー
ビ
ス
利
用
が
抑
制
さ
れ
な

い
た
め
の
措
置
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

自
治
労
は
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
尊
厳
が

守
ら
れ
、
利
用
者
本
位
に
基

づ
き
生
活
出
来
る
仕
組
み
づ

く
り
と
介
護
に
携
わ
る
労
働

者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る

た
め
に
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

昨
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
以
後
、
自
治

労
本
部
の
政
策
協
力
国
会
議
員
団
と
な

り
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
地
域
と
地
方
自
治

の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
を
、
こ
の
上
な

く
心
強
く
思
い
ま
す
。
今
国
会
は
、
安
倍

政
権
が
岩
盤
規
制
改
革
と
銘
打
ち
、
派
遣

労
働
者
を
拡
大
す
る
労
働
法
制
、
国
民
生

活
が
崩
壊
す
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
、
国
民
皆
保

険
制
度
を
市
場
に
開
放
す
る
こ
と
で
、
更

な
る
格
差
を
広
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
民
主
党
政
調
副
会
長
と
し
て
農
林

水
産
、地
方
創
生
、
内
閣
部
門
を
担
当
し
、

こ
れ
ら
に
対
峙
す
る
審
議
に
挑
ん
で
い
ま

す
が
、現
政
権
の
暴
挙
を
阻
止
す
る
に
は
、

世
論
の
喚
起
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

政
権
の
暴
挙
は
、
私
た
ち
が
世
論
を
喚

起
し
、
国
民
の
意
思
で
明
確
に
対
抗
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
民
主
党
北
海
道

代
表
と
し
て
道
本
部
組
合
員
の
皆
様
と
と

も
に
、
格
差
拡
大
に
対
抗
し
、
地
域
の
た

め
の
政
策
実
現
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。

�

（
５
月
１
日
、
東
京
に
て
）

安
倍
政
権
の
暴
走
阻
止

③

ささきさん
ささき隆博

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
実
行
さ

れ
、
実
現
さ
れ
る
。
こ
れ
か

ら
の
国
会
の
な
か
で
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
徹
底
的
に
批
判

し
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
合
わ

せ
た
法
律
の
制
定
、
改
正
に

断
固
反
対
し
て
い
こ
う
」
と

訴
え
た
。

　

勝
部
・
民
主
党
幹
事
長

は
、「
日
本
の
平
和
と
民
主
主

義
を
守
る
た
た
か
い
に
全
力

を
尽
く
す
」
と
訴
え
た
。

け
た
。

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道

委
員
会
呼
び
か
け
人
の
、
岩

本
・
北
星
学
園
教
授
は
、「
新

し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
、
１

９
７
７
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
違
い
が
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
前
書

き
に
は
今
ま
で
に
な
い
内
容

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
基
本
原
則
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
憲
法
に
従
っ

支
援
の
地
位
的
制
限
を
な
く

し
、
自
衛
隊
の
米
軍
へ
の
協

力
を
地
球
的
規
模
に
拡
大
す

る
内
容
だ
。
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
既
成
事
実
化
す
る
今

回
の
改
正
は
許
さ
ず
、
安
倍

政
権
の
暴
走
を
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
争
関
連

法
案
を
阻
止
す
る
た
め
、
戦

争
を
さ
せ
な
い
大
集
会
の
開

催
な
ど
道
民
世
論
を
さ
ら
に

喚
起
し
、
戦
争
を
す
る
国
を

許
さ
な
い
あ
ら
ゆ
る
運
動
を

展
開
し
て
い
く
」
と
呼
び
か

　

４
月
28
日
、「
日
米
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
改
定
・
戦
争
関
連
法

制
反
対
」
戦
争
を
さ
せ
な

い
！
４
・
28
緊
急
街
頭
行
動

が
開
か
れ
３
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
藤

盛
・
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
が
、「
日
米
両
政
府
は

27
日
に
日
米
防
衛
協
力
指
針

の
改
定
を
合
意
し
、
共
同
発

表
を
し
た
。
日
本
が
集
団
的

自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と
を

盛
り
込
み
、
米
軍
へ
の
後
方

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被
害
を

受
け
た
人
た
ち
の
人
生
を
私

た
ち
の
人
生
と
つ
な
ぎ
合
わ

せ
て
支
援
活
動
を
し
よ
う
」

と
報
告
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
電
力
前

ま
で
デ
モ
行
進
を
行
い
「
泊

原
発
再
稼
働
は
許
さ
な
い
」

な
ど
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

年
間
も
積
ま
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。
除
染
は
し
て
い

る
が
問
題
を
解
決
で
き
て
い

な
い
。
子
ど
も
た
ち
が
公
園

な
ど
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
だ
。
支
援
法
が
で
き

た
の
は
数
年
前
だ
が
、
被
災

し
た
人
た
ち
に
は
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
原
発
は
止
め
な

全
審
査
を
継
続
し
て
い
る
。

今
後
も
再
稼
働
阻
止
に
む
け

運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
30
キ
ロ
圏
内
の

市
町
村
に
対
し
て
、
原
発
を

再
稼
働
さ
せ
な
い
要
請
行
動

を
し
、
同
意
を
得
る
議
会
採

択
を
求
め
て
い
く
。
今
年
10

月
10
日
に
西
８
丁
目
広
場
で

『
さ
よ
う
な
ら
原
発
北
海
道

集
会
』
を
５
０
０
０
人
規
模

で
行
う
。
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
だ
。
脱
原
発
運
動
の
推
進

運
動
を
進
め
る
」
と
訴
え
た
。

　

福
嶋
の
現
状
報
告
に
つ
い

て
、
み
か
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み

み
を
す
ま
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

理
事
長
が
、「
最
近
の
福
島
は

除
染
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

伊
達
市
で
は
田
園
地
帯
の
あ

ち
こ
ち
に
除
染
し
た
袋
が
何

　

主
催
者
を
代
表
し
、
船
橋

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合

理
事
長
が
、「
４
・
26
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
集
会
が
29
年
目
を

迎
え
た
。
日
本
は
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
を
教
訓
と
す
る
こ
と

も
な
く
、
福
島
の
事
故
を
起

こ
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

委
員
会
で
は
、
医
療
費
の
完

全
無
料
化
や
雇
用
に
対
す
る

補
償
な
ど
住
民
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
日
本
に

は
そ
の
姿
勢
が
な
い
。
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め

『
原
発
ゼ
ロ
』
を
進
め
よ

う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

つ
づ
い
て
、
泊
原
発
状
況

報
告
に
つ
い
て
、
三
浦
北
海

道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

務
局
次
長
が
、「
新
規
制
に
基

づ
き
安
全
規
制
委
員
会
が
安

４
月
26
日
、
大
通
公
園
で
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー
市
民
集

会
が
開
か
れ
３
０
０
人
が
参

加
し
た
。

　

４
月
26
日
、
世
界
の
原
発

史
上
で
最
悪
と
な
っ
た
旧
ソ

連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
か
ら
29
年
。
今
年
も
、

４．26
チェルノブイリデー


